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京都府立医科大学名誉教授 山 田 一 夫
編集部より 「産婦人科 と泌尿器科」について原稿をとの依頼であったが,何分にも定年
退職後既に十数年を経過 し,この間外国雑誌にはほとんど限を曝 したことなく,辛 うじて
趨勢に取残 されぬように内地の雑誌を抄読 している程度で,こ れもせいぜい自分の専門領
域だけが関の山であって,他科の領域など全 く発言資格がないから一応にも二応にも御辞
退申したのであるが,随 筆 ようの回顧録でも良いとの寛大な申出に甘え,漫筆を呵 して綴
ることとした.
筆者は大正5年 に京大を卒業 して直ちに高山先生の門下に入 り婦人科医局に入局 したの
であるから,謂 うなれば半世紀に亘 り斯界の変遷を目のあたり見て来た訳である.当時婦
人科 というと動 もすれば,全 身観を忽せにして局処観に捉われがちであった.し かも診察




はまだ独立 しないで皮膚泌尿器科一講座 の時代であった関係上からか,婦 人の尿障碍 の訴
えある患者は専 ら婦人科を訪れたのである.そ して治療法としては,現今 もなお行なわれ
ているかどうか知 らないが,院 内処方なるものがあって,そ の内の烏浸 または複鳥浸の一
点張 りであった.因 に烏浸 とはウバウルシの浸剤,複 烏浸とはこれにウロ トロピソの入っ
ているものである.慢性化 したものには膀胱洗溝が屡々行なわれていた.ヘ サチラミンの
























は難事であった.結 核菌が陽性でなければならない と思われる場合で も出る時には多量に
染まるが大抵の場合陰性で仲々検出困難であったが,井 上教授自ら行なわれると陽性であ













学会宿題 として安藤画一教授(当 時岡山)が担当 「婦人の膀胱鏡検査」を報告 した.そ の
後単行本 となって発行せ られた.現今では色々と良い専門の参考書が出版せ られているこ
とであろうが,そ の頃の われわれの参考書 としてはCasper=LehrbuchderUrologie,
Casper:HandbuchderUrologie,Zangemeister:AtlasderCystoskopiederWeibes
等であった.





泌尿科の診断を仰がしむべ く奨めるのである.近時不妊学会が結成せ られ,畜 産科など色
色な専門分野 と共に横の連係が緊密になって以来,泌 尿科側 よりの興味ある報告を身近か
に聴 きあるいは読む機会が多 くなったので,われわれ婦人科医 として大に啓発せ られるの
である.
以上権威ある専門学術雑誌に非科学的な随想,こ とに井上教授 と筆者 とのつながりを思
出つるがまま認めたので汗顔至極であるが,一半の罪はかくならしめた編集子にもあるの
でなかろうか.
